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研究要旨： 

【目的】がん専門相談員に必要な知識やスキル全体の可視化と個々人の到達度を把握するためのツー

ル「がん専門相談員学習ルーブリック評価票」（以下、「ルーブリック評価票」）を作成した。今回は、

ルーブリック評価票の具体的な活用について検討するために、ルーブリック評価票を用いた地域単位

の研修会を実施し、活用のためのガイドブックを作成することを目的とした。 

【方法】質的記述的研究。ルーブリック評価票を用いた研修会を開催し、地域単位で行う研修会開催の

実施可能性と具体的な活用方法を検討した。ルーブリック評価票の作成過程や研修会で得られた意見

などから、ルーブリック評価票を効果的に活用するためのポイントを抽出し、ガイドブックを作成した 

【結果】「高知県がん相談員研修：ルーブリック評価票を用いた研修会」を開催した。アンケートに回

答した全ての参加者が、自己を振り返る機会になり、自己の学習課題や学習目標の設定に役に立ったと

回答した。また、73％が部署の目標管理へ活用できると回答し、91％がスタッフ教育に活用できると

回答した。ガイドブックには効果的な活用に向けて 5 つの項目を記述した。 

【考察】ルーブリック評価票の活用の体験は、自己の振り返りや今後の学習課題・目標の設定、スタッ

フ教育などに役に立つことが示唆され、ルーブリック評価票を用いた研修会は、地域単位の企画でも活

用できることがわかった。今後は自己評価への活用だけでなく、組織単位での活用および活用のための

周知についても検討が必要である 

 

Ａ．研究目的 

がん専門相談員は、多様化・複雑化する様々な

相談に対応するために、幅広い知識や相談スキル

が求められている。がん専門相談員が能力を維持

向上していくためには、e-learningや集合研修だけ

ではなく、がん専門相談員に求められる知識やス

キルを理解し、自己を振り返りながら、日常の実

践の中にある個人的・組織的な学習や振り返りが

大切である。 

我々は、2023 年度より、がん専門相談員に必要

な知識やスキル全体の可視化と個々人の到達度を

把握するためのツール「がん専門相談員学習ルー

ブリック評価票」（以下、ルーブリック評価票）の

検討を重ねてきた。これは、教育領域等で広く用

いられているルーブリックの特徴 1）2）を用いて、

がん専門相談員に求められる能力や学習課題を段

階的に示したもので、9 つのがん専門相談員の学

習課題と、それぞれの評価観点をレベル 1～5 の 5

段階で示したマトリックスで構成されている。こ

れまで、がん相談に造詣が深い人々が参加してル

ーブリック評価票の試作版を作成し（資料１）、内

容の推敲と活用方法の検討を重ねてきた。 

最終年度となる今回は、ルーブリック評価票の

具体的な活用について検討するために、ルーブリ

ック評価票を用いた地域単位の研修会を実施し、

活用のためのガイドブックを作成することを目的

とした。 

 

Ｂ．研究方法 

1. 質的記述的研究 

2.ルーブリック評価票を用いた研修会の開催 

1）研修会参加の募集と実施方法 

昨年度、日本がん相談研究会会員のメーリング

リストを使用して、ルーブリック評価票を用いた

研修会への参加募集を行い、日本全国から23名が

参加した。今年度は、地域単位で行う研修会開催の

実施可能性と具体的な活用方法を検討するために、

前述の23名に声をかけ、希望があった都道府県を

対象に研修会を行った。 

研修会スケジュール 



13:30~13:40 研究、研修会の概要説明 

13:40~14:20  

講義「ルーブリック評価票について」 

14:40~15:40 グループディスカッション 

15:40~16:30 全体ディスカッション、まとめ 

2）研修会の参加者に対して、無記名式アンケート

を行った。アンケート項目は以下の通りである。 

①自己を振り返る機会になったか 3段階評価 

②自己の学習課題や学習目標を考える上で役に

立ったか 3段階評価 

③部署全体の目標管理に活用できるか 3段階

評価 

④スタッフ育成に活用できるか 3段階評価 

3.「ルーブリック評価票：活用のためのガイドブッ

ク」（以下：ガイドブック）の作成 

ルーブリック評価票の作成過程や研修会で得ら

れた意見、アンケートの結果などから、ルーブリッ

ク評価票を効果的に活用するためのポイントを抽

出し、ガイドブックを作成した。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は、北里大学医学部・病院倫理委員会／観

察・疫学研究審査委員会より「審査対象外（受付番

号：B24-154）」の判断を得て実施した。個人情報

は収集しないが、研修会への参加希望を募るにあ

たり、本研究の目的と方法、倫理的配慮を説明し、

研究参加に同意した者が研修会へ参加した。 

 

Ｃ．研究結果 

1. ルーブリック評価票を用いた研修会の実施 

高知県から希望があり、「高知県がん相談員研

修：ルーブリック評価票を用いた研修会」を開催

した。研修参加者は12名で、看護職4名、福祉職7

名、相談員1名であった。このうち2名は他県から

の参加であった。アンケートは11名が回答した（回

答率91.7％）。 

1）自己を振り返る機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートに回答した全ての参加者が、ルーブ

リック評価票を自己評価した体験と、グループで

話し合った経験を、自己を振り返る機会になった

と回答した。がん専門相談員が能力を高める段階

や視点を理解することができ、現在の自己の状況

や能力が明確になったという意見が多く聞かれた。

一方で、表現の曖昧さに悩んだり、レベルを選択

した理由の記述に苦労した人もいた。 

2）自己の学習課題や学習目標設定への活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートに回答した全ての参加者が、自己の

学習課題や学習目標の設定に役に立ったと回答し

た。また、自己評価だけではなく、複数人で評価す

ることでフィードバックを受ける機会なったり、

がんに限らず、他の領域でも活用できるという意

見もあった。さらに、＜知識を向上させる方法＞や

＜対策のヒント＞があると、今後の取り組みにつ

ながるという意見も出された。 

3）部署全体の目標管理への活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

部署の目標管理への活用については、73％の人

が活用できると回答した。新人からベテランまで、

幅広く活用できる指標であるため、目標管理の基

準になり、相談支援の質向上や対応の統一を目指

すことができるという意見があった。一方で、27％

の人が目標管理に活用できるかどうかはわからな

いと回答した。まずは自分がルーブリック評価票

を理解し、部署目標への活用はその後に考えたい

という意見であった。 

4）スタッフ教育への活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタッフ教育への活用については、91％の人が



活用できると回答した。教育場面で活用すること

で、スタッフの得意とする事、苦手なことがわかり、 

具体的な教育に活用できるという意見が多かった。

スタッフ教育には活用できないと回答した人が1

名いたが、その理由の記載はなく不明であった。 

２. 「ルーブリック評価票：活用のためのガイドブ

ック」の作成 

ルーブリック評価票の作成過程や研修会で得ら

れた意見、アンケートの結果などから、ルーブリッ

ク評価票を効果的に活用するためのポイントを抽

出し、ガイドブックを作成した（資料２）。ガイド

ブックには以下の５項目を記述した。 

・ 本ガイドの目的 

・ ルーブリック評価票の概要 

・ 活用方法（活用例） 

・ ルーブリック評価票を活用することで得られ

る効果（例） 

・ 活用における留意点 

なお、がん相談専門員に求められる役割や活動

内容は、施設や職種の特徴によって違う場合もあ

る。活用にあたっては、それぞれの特徴に合わせて

ルーブリック評価票の内容を変更し使用すること

もできる仕様とした。そのため、本ルーブリック評

価票は基本的なものだとわかるよう「がん相談専

門員学習ルーブリック基本評価票」とした。 

 

Ｄ．考察 

2023年度より検討を重ねてきたルーブリック評

価票を活用し、今年度は地域単位で行う研修会を

開催した。ルーブリック評価票の活用の体験は、参

加者にとって自分を振り返る機会になり、自己の

学習課題や学習目標の設定やスタッフ教育などに

役に立つことがわかった。これにより、ルーブリ

ック評価票を用いた研修会は、地域単位の企画で

も活用できることがわかった。 

研修会開催の応募は高知県のみであり、関心を

寄せた都道府県はいくつかあったが、すでに研修

会の年間予定が組まれた後であった。地域研修は

年度初めに企画されることが多いことを考慮に入

れ、早めの声かけが必要であるとともに、今後はル

ーブリック評価票の周知を行い、がん専門相談員

の学習への活用について伝えていくことが必要で

ある。 

今回の研修会は、主にルーブリック評価票を自

己評価に活用したため、現状の振り返りや今後の

課題を考える体験になっていた。ルーブリック評

価票の活用は、これ以外にも部署における他者評

価や目標管理、スタッフ教育の場面への活用など

があり、今回の研究では、これらの活用について具

体的に示すまでに至らなかった。ガイドブックに

は、スタッフへの教育指導の場面で、成長の段階を

共通の指標を用いて説明するなど、現状と今後の

目標を具体的に示していくツールとして活用でき

ること、ルーブリック評価票を用いて事例を紐解

いていくことで、実践の言語化や演繹的な意味づ

けに活用することができることが記述されている。

また、組織の目標管理への活用については、組織

（部署）の強みや弱みを分析し、スタッフの育成や

成長を意図した組織（部署）全体の目標管理に活用

することができることが記述されている。今後は

自己評価以外の活用についても検証を重ね、施設

や職種の特徴を考慮しながら、組織単位で活用し

ていく方法についても検討が必要である。 

 

Ｅ．結論 

ルーブリック評価票の活用の体験は、自己の振

り返りや今後の学習課題・目標の設定、スタッフ教

育などに役に立つことが示唆され、ルーブリック

評価票を用いた研修会は、地域単位の企画でも活

用できることがわかった。今後は自己評価への活

用だけでなく、組織単位での活用および活用のた

めの周知についても検討が必要である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

    なし 

 

Ｇ．研究発表 

  1. 論文発表 

    なし 

2. 学会発表 

    なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  1. 特許取得 

    なし 

2. 実用新案登録 

   なし 

3.その他 

    なし 



資料１ がん専門相談員学習ルーブリック基本評価票 

がん専門相談員 ルーブリック評価票 

★レベルが示す時期 内容の特徴 

レベル 1 

★相談対応の導入 要素を知る 

レベル 2 

★基礎研修 3 の目標・終了時期 

基本姿勢を持つ 

具体的アクション・行動がとれる 

レベル 3 

★研修後に実臨床に戻って目指す活動 

具体的な人の言動や関係性などを適切に 

捉え対応する 

レベル 4 

★さらに発展的に個人で目指す最終目標 

人の言動や関係性などの背景、見えない 

ものを捉え対応する(例：予後予測、リス 

ク、価値観など) 

レベル 5 

★教育的関わりができる／発展的に用い 

ることができる／組織的な対応につなげら 

れる 

複雑性、困難性が、より高い状況を捉え 

対応する  

１ がん対策、がん診療における相談支援の役割について知り、発展的に役割を担う 
 

自己評価 レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4 レベル 5 

がん対策基本法、がん対策基本計 

画、「がん診療連携拠点病院等の 

整備について」の指針(指定要 

件)で求められる役割や相談支援 

センターで持つべき機能がわかり、対 

応できる 

レベル( ) 

理由 

・がん対策基本法、がん対策基本計画、 

「がん診療連携拠点病院等の整備につい 

て」の指針(指定要件)で求められてい 

る役割や相談支援センターで持つべき機 

能を知っている、または理解している。 

＊がん診療連携拠点病院について 

＊がん相談支援センターについて 

＊指定要件で求められていることについて 

・上記における組織の中での自分の立 

場、立ち位置を意識している 

・がん専門相談員が行う相談対応につい 

て理解している 

＊がん相談支援センターがめざすもの 

＊がん専門相談員の役割 

＊Core Valules 

＊がん相談 10 の原則 

＊相談支援のプロセス 

・Core Valules/相談支援のプロセス/相 

談対応の 10 の原則 

を意識しながら相談対応を行うことができ 

る 

・行った相談対応について、客観的に振り 

返ることができる/機会を持つことができる 

-部門内カンファレンス 

-QA 検討会 

-メンタリング等 

・整備指針で求められている相談対応が 

できているか検討することができる 

・行っている相談対応等の課題を整理す 

ることができる 

・新たな(これまでに経験のない)相談内 

容であることや、対応方法に課題があるこ 

とに気づくことができる 

・新たに生じた課題について整理することが 

できる 

・国の動きや法律の改正など社会の動きに 

関心を持ち、積極的にがん対策の流れを 

捉えることができる 

・相談対応現場で起きていることを把握 

し、新たな体制づくりにつなげられる 

・整理された課題について、検討することが 

できる 

-部門内 

-施設内 

-県内/広域/全国等 

・課題に対する対応策を提案できる 

-部門内 

-施設内 

-県内/広域/全国等 

相談員が総合的にやるべき課題 

(本ルーブリック学習課題 3～7) 

を理解し、その目的と必要性を意識 

して対応できる 

レベル( ) 

理由 

 ・相談者のニーズに沿った相談支援業務 

を行うために、相談員として意図した役割 

発揮(学習課題 3～7)があることを知る 

・相談対応に必要な知識、予測、意図を 

意識して使う必要があることを知る 

・相談者のニーズに沿った相談支援業務 

を行うために、相談員として意図した役割 

発揮(学習課題 3～7)があることを意 

識して対応できる 

・相談対応に必要な知識、予測、意図を 

意識して対応できる 

  

 

２ 相談方法・ツール(対面、電話、オンライン等)の違いによる相談対応の特徴を踏まえて対応する 
 

自己評価 レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4 レベル 5 

相談の形式、相談者のいる場所、 

対象による対応方法や範囲の違い 

を理解し、対応する 

レベル( ) 

理由 

・相談対応ツールの特徴、メリット、デメリッ 

トがあることを知る 

・相談対応ツールの特徴、メリット、デメリッ 

トを理解する 

・相談対応ツールの特徴を踏まえて、対応 

する 

  

社会の変化に伴い、新たに活用する 

ツールを理解し、対応する 

レベル( ) 

理由 

・相談対応に利用できる既存/新たな支 

援ツールがあることを知る 

・既存/新たな支援ツールを利用する際の 

留意点がわかる 

・組織内のルールや方針に照らし合わせ 

て、既存/新たな支援ツールの対応・導入 

方法を考えることができる 

・組織内のルールに照らし合わせて、既存/ 

新たな支援ツールを導入できる 

・必要な場合には、既存/新たな支援ツー 

ルの導入を提案できる 

・導入した既存/新たな支援ツールの利用 

状況の分析や課題を整理し、維持/発展 

的に利用できる 

 



３ 想いを受け止め対応する(態度、姿勢、スキル) 
 

自己評価 レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4 レベル 5 

相談者が自身の考えや想いを自由 

に述べることのできる雰囲気を作るこ 

とができる 

レベル( ) 

理由 

・相談対応を行う上で話しやすい場や雰 

囲気が大事であることに気づくことができる 

・話しやすい場を作る方法が分かる 

＊プライバシーが保てる場の確保 

＊面談室内のレイアウトの配慮 

＊同意を得ず相談内容を外部に漏らさな 

いことを保障する 

＊匿名での相談を受け付ける 

・話しやすい雰囲気を作ることができる 

＊言葉遣い、声の大きさ、トーン 

＊沈黙や間を効果的に使う 

＊相談者の発言に被らないように発言す 

る 

  

相談者に関心を持ち、先入観を持 

たず相談者の語りを聞くことができる 

レベル( ) 

理由 

・相談者の語りを関心を持ってきく ・相談員自身が相談者を評価したり先入 

観を持つ可能性があることを自覚する 

・先入観を持ったりレッテルを貼らずに話を 

聞くことができる 

・最初から結論を持たずに話を聞くことがで 

きる 

・相談員に対する期待を把握することがで 

きる 

・相談者の人となりを、相談者の視点で捉 

えることができる 

 

相談者の感情を受け止めることがで 

きる 

レベル( ) 

理由 

・相談者の感情を理解する ・相談者の感情に合わせた話し方や聞き 

方が分かる(姿勢、トーン、話し方な ど)。 

・相談者の感情に合わせた話し方、聞き 

方ができる。 

・情緒的なことに巻き込まれ客観性を失わ 

ないよう、適切な距離を保つ 

・怒りや深い悲しみなど、難しい場面にも 対

応できる 

・感情が見えにくい場面や表出されない感 

情にも対応できる 

相談者の状況や感情を受け止め、 

相談者に確認することができる 

レベル( ) 

理由 

・相談者が話しやすいと思うような話し方、 

聞き方ができる。 

＊受け止める・聞く 

＊遮らずに話を聞ける 

＊適切に相づちできる 

・相談者をあるがままに受け止め、伝え返 

す方法が分かる。 

＊オウム返し、言い換え 

＊要約する 

・相談者をあるがままに受け止め、伝え返 

すことができる。 

・相談員の反応を通して相談者自身が気 

持ちや状況に気づけるように対応すること 

ができる。 

＊適切に要約する 

＊聞いたことを適切にフィードバックする 

  

相談者の反応に合わせた対応がで 

きる 

レベル( ) 

理由 

・相談者の話を聴こうとすることができる ・相談者の反応に合わせた意図的な対応 

の必要性を理解できる 

・理解してくれる人がいることで、相談者は 

一歩前に進むことができることを理解する 

・相談者の反応に合わせた意図的な対応 

ができる 

・理解してくれる人がいることで、相談者は 

一歩前に進むことができる。このことを意識 

して、コミュニケーションスキルを駆使した対 

応ができる 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 困りごとの本質を共に考え、共有する 
 

自己評価 レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4 レベル 5 

主訴および(主訴だけではな 

く、)”真のニーズ”があることを理 解

できる 

レベル( ) 

理由 

・誰が何に困っているのかがわかる ・相談者の主訴(訴えていることや質 

問)だけでなく、潜在的なニーズがある可 

能性を意識した対話ができる 

・相談者の主訴とニーズ(潜在的)を明 確

にできる 

・相談者が主訴とニーズのズレに気づける 

ように関わることができる 

・相談者のニーズと相談員が捉えたニーズ 

の不一致に気づくことができる 

・相談者のニーズと相談員が捉えたニーズ 

の不一致を共有しながら、取り組むべき課 

題を明確にしていくことができる 

 

全人的視点から相談者を理解し、 

問題を整理して捉えることができる 

レベル( ) 

理由 

・全人的視点(身体・こころ・暮らし・スピ 

リチュアル)から相談者や困りごとを捉える 

必要性がわかる 

・困りごとが全人的視点のどの側面で起き 

ているかがわかる 

・困りごとが全人的視点の各側面に影響 

し合っていることに気づくことができる 

・困りごとが全人的視点の各側面にどのよ 

うに影響しているかを整理して捉えることが 

できる 

・身体・こころ・暮らし・スピリチュアルの各側 

面を統合した視点で、相談者に向き合 

い、対応することができる 

・困りごとの中にある相談者の価値観や信 

念等を捉えることができる 

・困りごとの中にある相談者の価値観や信 

念等を共有する関わりができる 

 

疾患・治療の特徴や病態から困りご 

とを捉えることができる 

レベル( ) 

理由 

・疾患(部位)の特徴や治療に対する基 

本的な知識を理解している 

・相談者の話から患者の病態・病状・病 

期を推測したり、予測したりできる 

・疾患の特徴や病態から、相談者の様子 

や状態に合わせて、何をどこまで共有する 

かを判断することできる 

・疾患の特徴や病態から、今後起こり得る 

問題や課題を予測すること(リスクアセスメ 

ント)ができる 

・疾患の特徴や病態から、相談者と起こり 

得るリスクを共有し、相談者が課題に対し 

て具体的な対策を検討できるように関わる 

困りごとを心理社会的側面から捉え 

対応することができる 

レベル( ) 

理由 

・基本的な精神腫瘍学の知識を理解して 

いる 

・社会的課題を解決するために役立つと 

思われる一般的な社会保障制度や相談 

機関を把握している 

・相談者の心の状態を精神腫瘍学等に 

照らして推測したり、予測したり捉えること 

ができる 

・困りごとを社会的側面から捉え、治療や 

療養に与える影響を理解することできる 

・相談者の心の状態に合わせて心理社会 

的課題を共に整理できる 

・心理社会的課題の解決に向けて必要な 

資源(公的・私的)を相談者と検討する 

ことができる 

・相談者が心理社会的課題に関するサ 

ポート資源に気づけるように関わることがで 

きる 

・心理社会的課題の解決に向けて、相談 

者が資源に繋がるために必要なステップが 

イメージできる 

・相談者の心身の状態や対処能力を測り 

ながら、資源の活用に向けて調整や連携 

ができる 

・診療経過や病状の変化によって、心理 

社会的課題も変化することを予測し、起こ 

り得るリスクを院内外のチームメンバーと共 

有することができる 

相談員が自分の認識・理解・反応 

のあり様が、相談者や支援に与える 

影響について自覚することができる 

レベル( ) 

理由 

・自分の認識や理解や反応のあり様が支 

援に影響することを理解している 

・自分の苦手なテーマや不慣れな分野に 

気づくことができる 

・院内外にどのような専門職がいるのか把 

握したり、他職種の専門性を理解しようと 

することができる 

・自分の専門分野に偏らずに話を聴くこと 

ができる 

・相談者の様々な価値観に中立的な姿 

勢で話を聴くことができる 

・知らないことや分からないことは適切な専 

門家に確認したり、相談することができる 

  

  



５ 患者・家族・医療者との関係の強化や改善のために働きかける 
 

自己評価 レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4 レベル 5 

関係性を評価し適切な情報提供が 

できる 

レベル( ) 

理由 

・相談者の対話のなかから、相談者および 

相談者を取り巻く人とのコミュニケーションの 

あり方を把握したり想像したりできる 

・相談者の他者との相互理解の程度(ズ 

レとか一方通行など)を推測したり確認す 

ることできる 

・医療者との良好な関係が治療や療養に 

影響することを共有できる 

・関係性に影響を与えている要因がを推 

測できる(病態、体制、個性、過去の体 

験等) 

・必要に応じてセカンドオピニオンや他職種 

の介入について情報提供できる 

・相談者(患者・家族等)の了解を得た 

上で、他職種・他機関との橋渡しができる 

・関係の強化、改善の可能性、相談員と 

して関われる限界等を踏まえて具体的な 

対応策を検討したり実施できる 

 

医療機関の機能や体制を理解して 

いる 

レベル( ) 

理由 

・患者の所属する医療機関の機能や体制 

を推測し調べたりすることができる 

・自分の医療機関の機能や専門性、体 

制を理解している 

・相談者に関わりのある医療チームメン 

バーを推測し相談者に確認することができ 

る 

・相談者から見たキーパーソンとなる医療 

チームメンバーを推測し相談者に確認する 

ことができる 

・相談者の思いや期待を受け止めながら、 

できること・できないことを適切に説明するこ 

とができる。また、そのためのツールを準備で 

きる 

・院内の各チームにおけるチームリーダーに 

なる人を把握し、関係を構築していく意識 

を持つことができる 

・日頃から医療スタッフと情報共有やフィー 

ドバックし合える関係を築く努力をする 

・チームが育つのを信じて待てる 

橋渡し役や代弁者となる レベル( ) 

理由 

・チームの一員としての認識を持っている 

・相談者にとって適切な利益になるために 

はどうしたら良いかを考えられる 

・それぞれの言い分を中立的な立ち位置 

で聴くことができる 

・誰と誰、何と何の関係性の中で齟齬が 

生じているのかに気づくことができる 

・患者・家族・医療者間のパワーバランスを 

推測したり把握することができる 

・相談者が全体を俯瞰して自分の状況を 

理解できるように関わることができる 

・齟齬が生じている点を患者側・医療者 

側のそれぞれの立場から意訳して伝えるこ 

とができる 

・必要に応じて相談者(患者・家族等) 

の了解を得た上で代弁者になれる 

・相談者の橋渡しや代弁者としての役割を 

遂行する上での留意点や限界を把握し、 

行動できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 信頼できる情報を見極め、相談者に合わせた情報支援を行う 
 

自己評価 レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4 レベル 5 

正しい適切な情報を得るための情 

報支援の必要性がわかる 

レベル( ) 

理由 

相談者のもつ知識や情報の量や関心、情 

報へのニーズを知る 

・相談者への情報支援の必要性を理解し 

ている 

・情報探求において、相談者が陥りやすい 

点を述べることができる 

・主訴の内容から、相談者が正しい適切 

な情報を得る必要があることがわかる 

・主訴には表現されていない内容でも、相 

談者が正しい適切な情報を得る必要があ 

ることがわかる 

信頼できる情報かどうかを精査し、 

正しい情報を提供できる 

レベル( ) 

理由 

・基本的な PC スキルを習得し、情報検索 

ができる 

・がん情報サービスや診療ガイドラインな 

ど、信頼できる情報があることを理解してい 

る 

・信頼できる情報と不確かな情報があるこ 

とを理解している 

・信頼できる情報の伝え方がわかる ・信頼できる情報と不確かな情報を極める 

方法について理解している 

・信頼できる正しい情報を提供することが 

できる 

・氾濫する情報のなかで、信頼できる正し 

い情報は何かを見極めることができる 

・新しく入手した情報を、その後の相談活 

動に活かすことができる 

・信頼できる情報の管理・運用に組織的 

に取り組むことができる 

相談者が必要としている情報を、相 

談者の状況に合わせて提供する 

レベル( ) 

理由 

・やたらめったら情報を提供しないことを知っ 

ている 

提供する情報には、情報の量や質、タイミ 

ングなどを考慮することを知っている 

・相談者の主訴について情報提供ができ 

る 

・院内外の資源を活用し、適切な情報提 

供先につなぐことができる 

・相談者が必要としている情報を、その人 

の状況に合わせて提供する必要性を理解 

している 

・相談者の”真のニーズ”について情報提供 

ができる 

・相談者の今後の状況を予測し、状況に 

合った情報の提供ができる 

・相談者の反応、不足している情報や誤 

解している情報を確認し、ギャップを減らす 

(埋める) 

・相談者の状態(心理状態・理解力・ 

持っている情報の量や質など)に合わせ 

て、伝える情報の量・内容・伝え方を調整 

することができる 

・相談者に知りたくない情報があることを理 

解し、相談者の状況に配慮しながら情報 

提供ができる 

・主訴や”真のニーズ”に表現されていない 

内容でも、相談者の困りごとへの対応に必 

要な情報がわかり、相談者と共有できる。 

また、その情報を提供することができる 

相談者が情報を探求する力を高め 

ることを支援する 

レベル( ) 

理由 

・情報はその人の力になることを知っている ・相談者の話から、相談者がどのように情 

報を収集しているのか理解できる 

・相談者がどのように情報を収集しているか 

を意識して対応できる 

・相談者が必要としている情報を収取でき 

るよう支援できる 

・相談者のヘルスリテラシーを意識すること 

ができる 

・相談者の情報探求の特徴やヘルスリテラ 

シーをアセスメントすることができる 

・相談者が必要としている情報を探求でき 

るよう、相談者の情報探求の特徴やヘル 

スリテラシーに合わせて支援できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 相談者のその人らしい意思決定を支援する 
 

自己評価 レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4 レベル 5 

意思決定を行う相談者の状況を理 

解することができる 

レベル( ) 

理由 

・意思決定支援を行ううえで、相談者の状 

況を理解する必要性がわかる 

・相談者の話から、意思決定に影響する 

状況/要因を理解する 

＊身体的状況(例：治療状況とその効 

果、苦痛症状等) 

＊精神的状況(例：脳転移、うつ・心理 

的状態、認知症、精神疾患等) 

＊社会的状況(例：経済状況、独居、 

地域等) 

・相談者に意思決定ができる能力がある 

かどうかわかる 

・意思決定に影響する身体的、精神的、 

社会的な状況を全人的・統合的に捉える 

ことができる 

・相談者の意思決定への猶予が、どの程 

度であるのかわかる 

・相談者の今後の状況を予測し、相談者 

の意思決定における優先順位がわかる 

・相談者の意思決定の能力や価値観を 

理解し、その人に合わせた支援ができる 

 

意思決定に影響を及ぼす周囲の状 

況を理解することができる 

レベル( ) 

理由 

・意思決定支援を行ううえで、周囲の状況 

を理解する必要性がわかる 

・意思決定に関わる人がわかる 

・意思決定のキーパーソンがわかる 

・意思決定に関する他者からの手助けや 

アドバイスの状況がわかる 

・意思決定における周囲の意向、力動、 

パワーバンス等がわかる 

・意思決定における周囲の状況が、相談 

者の意思決定に与える影響を捉えることが 

できる 

・意思決定における周囲の状況が、相談 

者の意思決定に与える影響について相談 

者と共有し、その後の支援につなぐことがで 

きる 

 

相談者の状況に合わせ意思決定支 

援ができる 

レベル( ) 

理由 

・相談者の話から、意思決定に関する困り 

ごとの内容を明確化する必要性を理解し 

ている 

・相談者の状況に合わせた意思決定支援 

の必要性がわかる 

・意思決定の大きさにかかわらず、相談者 

の主訴から、意思決定に関する困りごとの 

内容がわかる 

・相談者が意思決定に必要な情報を十 

分に得ているかどうかわかる 

・相談者の主訴やニーズから、意思決定に 

関する困りごとの内容と、その選択肢に関 

するメリット・デメリットがわかる 

・意思決定に必要な情報を提供すること 

ができる 

・相談者の意思決定スタイルを理解するこ 

とができる 

＊パターナリズムモデル、 

＊インフォームドディシジョンモデル、＊シェ 

アードディシジョンモデル 

・相談者も気づいていない意思決定に関 

する課題を顕在化させ、相談者と共有す 

ることができる 

・相談者が意思決定に影響する自己の価 

値観に気づくことを支援できる 

・相談者が自己の価値観に基づいて意思 

決定することを支援できる 

・相談者の意思決定スタイルに合わせて支 

援できる 

・意思決定を通して、相談者がエンパワー 

されることを支援できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 相談対応の質を担保し、相談対応力の向上に努める 
 

自己評価 レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4 レベル 5 

相談支援センターの活動や対応に 

ついて、客観的に把握する機会を持 

つことができる 

レベル( ) 

理由 

・相談支援センターとしての対応力を維 

持・向上するために、自分の活動や対応を 

客観的に把握する必要性を理解する 

・相談支援センターの組織としての活動内 

容について、振り返る場に参加することがで 

きる 

＊施設内フィードバック 

＊利用者フィードバック 

・相談支援センターの組織としての活動内 

容について、振り返る場を持つことができる 

＊施設内フィードバック 

＊利用者フィードバック 

・振り返りの内容を、今後の活動の改善に 

活かすことができる 

・相談支援センターの組織としての活動内 

容について、振り返る場を持つことができる 

＊施設間フィードバック 

＊第三者フィードバック 

・振り返る場において、心理的安全性に配 

慮した環境を作ることができる 

・組織内に建設的にディスカッションする風 

土を作り、スタッフの成長を意図して教育 

的に関わることができる 

自らを振り返り、がん相談の対応能 

力を向上させていくことができる 

レベル( ) 

理由 

・相談員としての対応力を維持・向上する 

ために、学ぶ必要性を理解する 

・自分の強みと弱点がわかる 

・自分の能力を高めるために、何を学ぶ 

か、課題がわかる 

＊1 つとしてルーブリックを使う 

・相談員が学ぶための環境、ツールがある 

ことを知っている 

＊QA 評価ツール 

＊都道府県や NCC が提供する研修 

＊がん関連の学術集会等 

・学ぶ機会を持つことができる 

・自分の強み・弱みに対応した学習ができ 

る 

自分の学習目標をもち、強み・弱みを認 

識した上で、効果的に学ぶことができる 

＊自分の学習目標を立てられる 

＊計画的に学ぶことができる 

 

９ 相談員のストレス・マネジメントを行う 
 

自己評価 レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4 レベル 5 

自分や所属組織のストレスマネジメ 

ントを行える 

 ・自分やチーム、組織に生じやすいストレス 

やその解消が必要なことがわかる 

・自分が感じているストレスに気づくことがで 

きる 

・自分のまわりにあるサポート資源に気づく 

ことができる 

・自分が感じているストレスについて、対処 

方法を知っている 

・自分のまわりにあるサポート資源を活用 

することができる 

-組織内 

-組織外 

・他の相談員/スタッフが感じているストレス 

に気づくことができる 

・ストレスを感じている他の相談員/スタッフ 

の話を聞いたり、サポート資源につなぐこと 

ができる 

自分や相談員に必要なサポート資源を、 

組織内外でつくることができる(ネットワー 

ク化も含む) 

-組織内 

-組織外 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



資料２ がん専門相談員学習ルーブリック基本評価票活用に関するガイド 

 

 

がん専門相談員学習ルーブリック基本評価票 

活用に関するガイド 

 

本ガイドの目的 

がん専門相談員は、多様化・複雑化する相談に対応するために、幅広い知識や相談スキルが求めら

れている。がん専門相談員が能力を維持向上していくためには、求められる知識やスキルを理解し、自

己を振り返りながら、日常の実践の中にある個人的・組織的な学習や振り返りが大切である。「がん専門

相談員学習ルーブリック基本評価票（以下ルーブリック評価票）」は、がん専門相談員に必要な知識やス

キル全体の可視化と個々人の到達度を把握することができ、がん専門相談員の能力の向上において活

用できる資料として作成された。本ガイドは、このルーブリック評価票を効果的に活用してただくためのポ

イントが記載されている。一人ひとりのがん専門相談員の成長と、より良いがん相談の実践を目指し活用

していただければ幸いである。 

 

１ がん専門相談員学習ルーブリック基本評価票とは 

ルーブリック評価票は、教育領域等で広く用いられているルーブリックの特徴を用いて、がん専門相談

員に求められる能力や学習課題を段階的に示したもので、9 つのがん専門相談員の学習課題と、それぞ

れの評価観点をレベル 1～5の 5段階で示したマトリックスで構成されている。 

 

1） ルーブリック評価票の構造は以下の通りである。 

 

 

学習課題 

評価尺度 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５ 

評価観点 評価基準     

      

 

 

がん専門相談員が獲得
したい能力や技能 

学習課題がどの程度達成されたかを
判定するための評価の区分 
レベル１～５がある 

学習課題として求める具
体的なスキルやコンピテ
ンシーの論点を 端的に
表現したもの 

それぞれの評価観点における
評価尺度に応じた学習者の 
行動や態度、典型的なパフォ
ーマンスの特徴を記述して説明
したもの 



2） がん専門相談員の学習課題は、以下の 9項目がある 

① がん対策、がん診療における相談支援の役割について知り、発展的に役割を担う 

② 相談方法・ツール（対面、電話、オンライン等）の違いによる相談対応の特徴を踏まえて対応する 

③ 想いを受け止め対応する（態度、姿勢、スキル） 

④ 困りごとの本質を共に考え、共有する 

⑤ 患者・家族・医療者の関係の強化や改善のために働きかける 

⑥ 信頼できる情報を見極め、相談者に合わせた情報支援を行う 

⑦ 相談者のその人らしい意思決定を支援する 

⑧ 相談対応の質を担保し、相談対応力の向上に努める 

⑨ 相談員のストレス・マネジメントを行う 

 

3） 評価尺度（レベル１～５）が示すがん専門相談員としての時期、内容の特徴は以下の通りである。 

評価尺度 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５ 

★レベルが示

す時期 

 

内容の特徴  

★相談対応の

導入時期 

 

要素を知る 

  

★基礎研修 3の

目標・終了時期 

 

基本姿勢を持つ 

具体的アクショ

ン・行動がとれる 

  

★研修後に実

臨床に戻って目

指す活動 

具体的な人の言

動や関係性など

を適切に捉え対

応する  

★さらに発展的

に個人で目指

す最終目標 

人の言動や関

係性などの背

景、見えないも

のを捉え対応す

る (例：予後予

測、リスク、価値

観など) 

★教育的関わり

ができる／発展

的に用いること

ができる／組織

的な対応につな

げられる 

複雑性、困難性

が、より高い状

況を捉え対応す

る  

 

２ 活用方法（活用例） 

1) がん専門相談員に求められる能力やスキルを理解する資料として活用する 

ルーブリック評価票の内容を知ることで、がん専門相談員に必要とされる能力の意識化や共通理

解につながる。また、がん専門相談員に必要な能力・スキルセットとして提示することができる。 

（例）新しく配置されたがん専門相談員が参考にする資料 

がん相談の実践に悩んだときに参考にする資料 

組織が人員配置を考えるうえで参考にする資料 

 

2） 自己の実践の振り返りに活用する 

自己評価＊を行うことで自分の強み、弱みを理解し、自分の現状や目指す姿を考えることができる。

また、自己評価の体験を複数人で共有することで、フィードバックを得ることができる。 

（例）自己をみつめるリフレクションの機会にする 

個人の目標管理や今後の学習計画を考える機会にする 

   事例や相談対応を振り返る場面で活用する 

   ルーブリック評価票を用いた研修会を開催し、自己評価の体験を共有する 

 

 



3） スタッフ育成に活用する 

スタッフへの教育指導の場面で、成長の段階を共通の指標を用いて説明するなど、現状と今後の

目標を具体的に示していくツールとして活用できる。また、ルーブリック評価票を用いて事例を紐解

いていくことで、実践の言語化や演繹的な意味づけを示すことができる。 

（例）OJTにおけるスタッフ教育を行う場面で活用する 

   実践の振り返りや部署内のミーティングなどにおいて、日頃から「ルーブリック評価票」に触れ

る 

複数名で事例検討を行う機会に活用する 

ベテランがん専門相談員の実践事例を紐解いていく場面で活用する 

 

4） 組織の目標管理に活用する 

組織（部署）の強みや弱みを分析し、スタッフの育成や成長を意図した組織（部署）全体の目標管

理に活用することができる。 

（例）年度目標の立案に活用する 

 

5） 研修の企画や評価に活用する 

各種研修の企画運営において、相談員としての経験やニーズなど研修対象者の特徴に合わせて、

研修目標、強化したい能力、研修のゴール設定などの明確化に活用できる。また、その研修が＜ど

のレベルをめざしたものか＞を明示することで、受講のしやすさや動機付けの促進につながる可能

性がある。 

（例）都道府県のがん相談研修の企画において活用する 

 

＊ 自己評価とは 

自己評価とは、自己学習の際に学習者が自分自身を振り返り、それを以降の学習に生かしていくことです。

自己学習の文脈においては、自己の理解状況を把握したり、課題を遂行した後にそのでき具合を見る、といっ

た意味で用いられます。また、心理学においては学習に限らず、自己の精神状態や自分をどういう人間だとみ

ているかなどにも用いられます。自己評価は効果的で主体的な学習を目指すには欠かすことのできないもの

で、学習へのフィードバックが大いに期待できます。                       

（東京大学大学院教育学研究科資料より 一部改変） 

 

３ ルーブリック評価票を活用することで得られる効果（例） 

これまでの使用経験から、ルーブリック評価票を活用することで得られる効果として、以下のような意見

が収集された。 

⚫ がん専門相談員の能力向上の道筋がわかり、求められる能力の意識化につながる 

⚫ 自分自身や組織の強みや弱み、課題を確認・共有することができる 

⚫ 目標が明確になり、自己課題や組織課題に取り組むことができる 

⚫ もやもや悩んでいることを客観視することができ、具体的な行動レベルで自己の対応を振り返ること

ができる 



⚫ 職種や経験が違っても、同じ視点で話し合いができる 

⚫ 能力開発の一助となる 

⚫ 相談支援の質向上や対応の統一が目指すことができる 

⚫ がんに限らず、共通で使える内容である 

 

４ 活用における留意点 

1） 「ルーブリック評価票」は、知識レベルや単純な業務習熟度をチェックするものではなく、相談対応を

するうえで求められる質的な内容が示されている。＜評価する／される＞ことが目的ではなく、がん

専門相談員の能力開発に活用するものであることを押さえ、効果的な活用につなげていく。（評価は

手段であり、活用の目的は気づきの促進である） 

2） 活用・評価のタイミングによっては、同じ項目でも評価を高くつける場合も低くつける場合もあり、そ

の人の心身の状況に左右されるという特徴がある。活用においては、自分がなぜそのように評価し

たのかその理由を考え、自己の現状や課題に気づくことが大切である。また、それを他者とディスカ

ッションすることで、さらに深い気づきにつながることが期待される。 

3） 他者との共有やピアレビューなどに活用するときは、サポーティブな雰囲気と心理的安全性が醸成

された風土が大切である。その人の弱い部分に触れる可能性があることに配慮し、承認のためのポ

ジティブな活用を心がける。 

4） 対象者の特性、課題、ニーズや時間的制約など、TPOに応じて「ルーブリック評価票」を部分的に使

用することも可能である。 

5） 「ルーブリック評価票」は、がん専門相談員に求められる能力や学習課題を段階的に示した基本的

なツールである。活用にあたっては、施設や職種の特徴に合わせて変更し使用することも可能であ

る。この場合、変更した旨を明示して使用する。 

6） 「ルーブリック評価票」は、見る人によって様々な意見が出るツールである。今後も表現やレベル設

定などの検討を重ねる必要がある。また、がん専門相談員に求められることは、時代の変化によって

変わる可能性があるため、「ルーブリック評価票」の内容も変わることが予想される。これらの点も踏ま

え活用する。 

 

 

作成 ２０２５年１２月４日 

 


